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発行の経緯 

当学会では、2012年3月3日に「災害ソーシャルワークの確立Ⅰ～石巻赤十字病院医
療ソーシャルワーカーの活動を踏まえて～」というタイトルで、シンポジウムとグ
ループワークのセミナーを行いました。 
セミナーにおいては、シンポジウムにおいて東日本大震災および阪神・淡路大震災
の時に医療ソーシャルワーカーの専門性がどのように活かされたのかという報告が
され、グループワークでは事例をもとにさまざまな検討がされました。特に現地の
ソーシャルワーカーが、より専門性を発揮できる環境をどのようにバックアップで
きるかということを考えさせられました。 
私たちは学会として、阪神・淡路大震災および東日本大震災で実践されたソーシャ
ルワークを検証し、「災害ソーシャルワーク」の確立をめざし。今後もおこるであ
ろう災害時に医療ソーシャルワーカーがどう行動すべきかということをまとめる必
要性を感じ、本書をセミナーの内容を再構成し、時間と共に変化するニーズをどう
とらえ、援助を展開していくかということについてスーパーアキュート（超急性
期）、アキュート（急性期）、ロングタームという切り口からまとめました。 
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